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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

１ 計 画 概 要

２ 環 境 計 画

３ 建 築

４ 機 械

５ 電 気

本 庁 舎 等 整 備 の 概 要

環 境 配 慮 に む け た 方 針 ・ 成 果

各 分 野 の 具 体 的 な 取 り 組 み
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

１ 計 画 概 要

２ 環 境 計 画

３ 建 築

４ 機 械

５ 電 気

本 庁 舎 等 整 備 の 概 要

環 境 配 慮 に む け た 方 針 ・ 成 果

各 分 野 の 具 体 的 な 取 り 組 み
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

階 数

延 床 面 積

高 さ

地上 5階

地下 ２階

36,720㎡

22.0ｍ

地上１０階

地下 ２階

36,455㎡

40.6ｍ

建物規模 西棟 東棟

全体工期 2021年 7 月15 日

～ 2027年10 月15 日

構 造 地下 RC造・SRC造

地上 S造

免震構造

西棟

東棟

区民会館（ホール）

（令和５年７月１０日時点）
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広場

区民会館（ホール）

既存のホール部分を保存・改修

西棟

３期に分けて新築

東棟

２期に分けて新築
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

１ 計 画 概 要

２ 環 境 計 画

３ 建 築

４ 機 械

５ 電 気

本 庁 舎 等 整 備 の 概 要 ・ 現 況

環 境 配 慮 に む け た 方 針 ・ 成 果

各 分 野 の 具 体 的 な 取 り 組 み
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

環境と調和し環境負荷の少ない持続可能な本庁舎等整備

省エネルギー手法の採用

自然エネルギーの積極的な活用
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

環境配慮項目

自然エネルギーの活用

省エネルギー手法

＜ 建 築 ＞

外 壁 の 断 熱

屋 上 の 断 熱

外 壁 開 口 部 の 断 熱

日 射 抑 制

屋 上 緑 化

自 然 通 風 ・ 換 気

＜ 電 気 ＞

昼 光 セ ン サ ー

人 感 セ ン サ ー

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明

タスク＆アンビエント照明

ガス・コージェネレーション

ス イ ッ チ 回 路 の 細 分 化

ト ッ プ ラ ン ナ ー 変 圧 器

— ６ ０ ｋ Ｗ （ 全 体 ）

— 雑 用 水 の 補 助 利 用

— 保 水 性 コ ン ク リ ー ト ・ 浸 透 緒 貯 留 施 設

＜ 機 械 ＞

冷温水・冷却水ポンプ

高 効 率 空 調 機

顕 熱 潜 熱 分 離 空 調

天 井 放 射 空 調

エアコン対応室の換気

外 気 導 入 制 御

熱 源 の 適 正 化

— 硬 質 ウ レ タ ン 吹 付 け

— ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム

— L o w - E 複 層 ガ ラ ス

— ル ー バ ー

— 屋 上 ・ バ ル コ ニ ー ・ 外 構 の 緑 化

— エ コ ボ イ ド

— イ ン バ ー タ ー に よ る 変 流 量 制 御

— 空 調 機 ・ パ ッ ケ ー ジ

— デ シ カ ン ト 空 調

— 天 井 放 射 パ ネ ル 空 調

— 全 熱 交 換 ユ ニ ッ ト

— 空 調 機 ・ 駐 車 場 の C O 2 ・ C O セ ン サ ー

— 冷温水発生機・ガス式ヒートポンプチラー

ターボ冷凍機・空冷ヒートポンプチラー等

— 自 然 採 光 利 用 室 の 照 明 制 御

— 階 段 ・ ト イ レ ･ 更 衣 室 ･ 給 湯 室 の 照 明

— 照 明 器 具 全 般

— ベ ー ス 照 明 の 照 度 減 タ ス ク 照 明 間 引 き 点 灯

— マ イ ク ロ コ ジ ェ ネ

— ス イ ッ チ 回 路 の 細 分 化 に よ る 間 引 き 点 灯

— 変 圧 器

太陽光発電

雨水利用

雨水流出抑制・蒸散効果
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

CASBEE CO2排出量
建築環境総合性能評価システムによる建物評価

現庁舎と比較して４６％削減

最高位Ｓランク取得
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

ZEBに向けた取り組み

省エネ化に対するハードル

③ 区民会館の保存

⇒既存建築物の活用に伴い、新庁舎の配置・形態が限定される

① 規模が大きい

⇒低層かつ広い平面形状のため、エネルギー効率が低い

② 工期が３期に分かれている

⇒熱源を１期棟に配置するため、空調搬送負荷が大きい

新庁舎完成後、１期棟は建物の中央ではなく端に位置するため、

熱源がある１期棟と建物の反対側となる２・３期棟との距離が長

くなり、その分、空気を運ぶためのエネルギーが必要になります。
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令和５年３月に、ＺＥＢ Oriented

認証を取得しました。

（ 設 計 一 次消 費 エネ ル ギー を 、東 棟 は４ ２ ％、 西 棟は ４ ６％ 削 減し ま した ）

内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

ZEBに向けた取り組み

厳しい条件を乗り越え基準を達成

様々な環境配慮により省エネルギー化
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１ 計 画 概 要

２ 環 境 計 画

３ 建 築

４ 機 械

５ 電 気

本 庁 舎 等 整 備 の 概 要 ・ 現 況

環 境 配 慮 に む け た 方 針 ・ 成 果

各 分 野 の 具 体 的 な 取 り 組 み

内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ ア ル ゴ ン ガ ス 入 り L o w - E 複 層 ガ ラ ス

❷ ルーバー

❸ 自然換気（エコボイド）

建 築

❶ 外気導入制御

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

機 械

❶ コージェネレーション設備の導入

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

電 気
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ ア ル ゴ ン ガ ス 入 り L o w - E 複 層 ガ ラ ス

❷ ルーバー

❸ 自然換気（エコボイド）

建 築

❶ 外気導入制御

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

機 械

❶ コージェネレーション設備の導入

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

電 気
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ アルゴンガス入りLow-E複層ガラス

東側から俯瞰

ガラス開口部が多い

ガラスの断熱性能が

エネルギー効率に大きく影響
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ アルゴンガス入りLow-E複層ガラス

フロートガラス 複層ガラス

（空気層）

Low-E複層ガラス

（空気層）

Low-E複層ガラス

（アルゴンガス入り）

Low-E：Low Emissivity（低放射）
特殊金属による皮膜

で遠赤外線を反射

断熱性能低 高
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内 容

❶ アルゴンガス入りLow-E複層ガラス

空気層 アルゴンガス

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

熱伝導率

アルゴンガス

空気

ガラス

（W/m・K）

0.016

0.024

1.0

対流が生じて

熱が伝わりやすい

対流が生じにくく

熱が伝わりにくい

分子が重く

動きにくい

ア ル ゴ ン ガ ス の 性 質
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内 容

❶ アルゴンガス入りLow-E複層ガラス

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

空気層 アルゴンガス入り

熱貫流率

1.6 W/m2・K

熱貫流率

1.3 W/m2・K

高層部の外装モックアップ

エネルギー消費量

年間380GJ/年

※ 本 庁 舎 全 体

年 間 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

5 6 , 3 5 0 G J / 年

ランニングコスト

232万円/年

熱 削減 熱

東棟・西棟ともに低層部から高層部にかけて 、全面的にアルゴン

ガス入りLow-E複層ガラスを使用します（トイレ、楽屋部分を除く）



世 田 谷 区 本 庁 舎 等 整 備 に お け る 環 境 配 慮 に つ い て / ３６18

内 容

❷ ルーバー

東棟立面図（東側）

西棟 東棟

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

夏 季 の 日 射 を 遮 蔽
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内 容

❷ ルーバー

一方向の場合

V字型の場合

遮蔽効果

が高い

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

ルーバー詳細図

夏 季 の 日 射 を 遮 蔽

太陽の動きと遮蔽効率

屋内への直射

日光を遮る

外壁に吸収される

日射熱を抑える
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内 容

❸ 自然換気（エコボイド）

高 温

低 温

押し出される

吸い込まれる

屋外 室内

煙突効果（温度差換気）

軽い空気

は上昇

自然換気イメージ

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

空 調 を 稼 働 さ せ ず 自 然 の 力 で 換 気
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内 容

❸ 自然換気（エコボイド）

お知らせランプイメージ自然換気が有効となる条件

中央監視装置が自動で判断

有効範囲

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

職員に自然換気に協力してもらう

空 調 を 稼 働 さ せ ず 自 然 の 力 で 換 気
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ ア ル ゴ ン ガ ス 入 り L o w - E 複 層 ガ ラ ス

❷ ルーバー

❸ 自然換気（エコボイド）

建 築

❶ 外気導入制御

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

機 械

❶ コージェネレーション設備の導入

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

電 気
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内 容

在室人数に関わらず

一定の外気量を取込む

仕事 室内から排気外へ排気

外気導入制御がない場合

空調機
室内へ給気外から給気

大

❶ 外気導入制御（CO2制御）

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに
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内 容

室内から排気外へ排気

外気導入制御 あり

空調機

計測したCO2濃度より

最適な外気量を取込む

室内へ給気外から給気

CO2センサー

仕事 小

あり

外気導入制御がある場合

❶ 外気導入制御（CO2制御）

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに
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内 容

温度制御

快適な作業環境のために

温度・湿度両方のコントロールが重要

冷却除湿方式

デシカント方式

湿度制御

新庁舎で採用

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに
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内 容

冷却除湿方式

冷却コイル 再熱コイル
凝縮水
(結露水)

過冷却 再熱

湿気を含んだ外気 除湿した適温の空気除湿した冷たい空気

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

空気を温め直すため

エネルギーロスが発生
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内 容

湿気を含んだ外気

水分は室外へ放出 温められた空気

除湿した空気

吸着材で水分を吸着

吸着材が水分を放出

デシカントローター

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

湿度を直接にコントロール

エネルギーロスを抑える

コージェネレーション

排熱を利用

デシカント方式

再生用加熱器
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

❶ ア ル ゴ ン ガ ス 入 り L o w - E 複 層 ガ ラ ス

❷ ルーバー

❸ 自然換気（エコボイド）

建 築

❶ 外気導入制御

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

機 械

❶ コージェネレーション設備の導入

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

電 気
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内 容

❶ コージェネレーション設備の導入

ガスを用いて発電

排熱を空調・給湯等に活用

通常時

照明

通信

動力
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内 容

❶ コージェネレーション設備の導入

通 常 の 電 源 回 路 か ら 切 り 離 し

非 常 時 想 定 負 荷 の み に 電 力 供 給

停電時

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

非 常 時 想 定 負 荷

中圧ガスが利用可能

災害に強い

電力供給が

ストップ！

照明

通信

動力
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内 容

電気自動車（EV）充電スタンド個別空調機

❶ コージェネレーション設備の導入

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

非 常 時 想 定 負 荷

停電時でもコージェネレーション設備により電力供給が可能

庁有車のEV化拡大を検討中小規模な居室で使用



世 田 谷 区 本 庁 舎 等 整 備 に お け る 環 境 配 慮 に つ い て / ３６３２

L E D 照 明 器 具

内 容

ベース照明

舞台照明シーリング照明

誘導灯

非常照明

ダウンライト

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

防災センター

照 明 制 御 シ ス テ ム 系 統❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

防災センター内で

遠隔操作・照明の

点灯制御が可能
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

照 明 制 御 範 囲❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

通路等 …  スケジュール点灯

WC …  人感センサー

執務室 …  点灯回路を細分化

照 明 配 置 図

用途に応じた

照明制御で省エネ化

災害時はエリア毎に点灯数を制限
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内 容

❶ ア ル ゴ ン ガ ス 入 り L o w - E 複 層 ガ ラ ス

❷ ルーバー

❸ 自然換気（エコボイド）

❶ 外気導入制御

❷ 潜顕分離（デシカント）空調

❶ コージェネレーション設備の導入

❷ 照明設備ＬＥＤ化及び照明制御

はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

環境と調和し環境負荷の少ない持続可能な本庁舎等整備

建 築

機 械

電 気
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内 容はじめに 計画概要 環境計画 建築 機械 電気 おわりに

大規模な建築でありながらも

環境負荷を抑え エネルギー効率を高めた

地球環境にやさしい庁舎


